














　　この文章を皆さんが読む頃は、三者面談も終了して

中間試験に突入していることと思われます。各自自覚

していると思いますが、今高校２年生は非常に大切な

時期を迎えています。何故ならばほとんどの場合、大学

での４年間は自分の将来を決定するからです。大学で

は学習内容(研究内容)が就職に結びついてきます。自

分の専門的に研究した内容がそのまま製品として世の

中に出されたり、経済や政治に影響を及ぼすような考

えを発表する人も出てくるかもしれません。これから進

む東海大学において、悔いのない４年間を過ごすため

にも３年の６月以降の進学先決定まで真剣に向き合っ

てほしいと思います。そのためには、まず高校における

毎日の授業、クラブ活動、学校行事などを大切にして

欲しいと思います。中には、授業中居眠りをしたり、集中

力を欠いている生徒がいるかもしれませんが、どれだけ

時間を無駄にしているか考えを改めた方が良いと思い

ます。高校での学習は、大学での基礎になります。大学

へ入学して授業が分からなくなってしまう要因は高校

での基礎固めができていないからです。今日からでも

遅くはありません。授業を大切にしましょう。また部活動

や学校行事にも全力投球しましょう。高校、大学時代に

おける友人は、一生付き合える友人だとよく言われま

す。私も大学を卒業して２０年近くが過ぎ、少しずつこの

言葉の意味がわかってきているところです。今苦楽を

共にしている友人は、必ずやあなたの支えになってくれ

るはずです。一緒に過ごせる残り１年余りを大切に過ご

していきましょう。それでは、皆さんの進路が希望通りに

決まることを祈っています。
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　2010年度「松前重義記念基金建学記念作文・小論文」
の応募者の中から優秀作品として、本校から次の３名の諸
君が選ばれました。11月２日の創立66周年記念式典で学
校長より、建学記念奨学金の証書と奨学金として中等部生
徒に３万円、高校生徒に５万円分の図書券がそれぞれ授与
されました。

以下に、代表して有田君の作文の全文を掲載いたします。



　　３年ＳＳＨクラス４４名は、「課題研究」という授業を行っています。この授業は、生徒自らテーマを決め観察・実験研究をします。なかな

か結果が出ず、放課後や休日まで実験をやっている生徒もいました。その研究の成果を、全員が１０月２６日のＳＳＨ成果報告会でポス

ター発表を行いました。そして今年は数多くの生徒が、外部での発表を行いました。




